





預言 者 モス ク の 訪問 


[ 日 本 語 


g ょ ご | JereJ15 し) 


| SU 


QA2 ブ シマ で NR リン ショ イブ クー ドー クッ トイ ン リ ド 


ンー ポン 


翻訳 者 ′ サイ ー ド 佐藤 
こ ルン! テア 
校閲 者 ファ ー テ ィ マ 佐藤 


し し ん bb ! あ >| っ 


海外 ダ ア ワ 啓 発 援助 オフ ィ ス 組織 (リヤ ド 市 ラブ ワレ 地区 ) 


っ し es のり bJI と の 8yeU っ うし りこ | 
1429 - 2008 


ISIQrmhOUS@。。 











⑩ 預 言 者 モス ク の 訪問 


@ 3 つの モス ク の 特質 : 








3 つの モス ク と は : ① マ ッ カ の ハラ ー ム ・ モ スク 、② マ ディ ー ナ の 預言 者 モス ク 、③ エ ル 
サレ ム の アク サー・ モ スク の こと で す 。 

















1 ュー バラ テー ぬ ・ モ スク と は : イ プラ ー ヒ ー ム (アブ プラ ハム : 彼 に 平安 あれ ) と その 息子 イ 
スマ ー イ ー ル (イシ ュ マ エル : 彼 に 平安 あれ ) の 建設 し た モス ク で 、 ム スリ ム の キ ブ ラ ( 礼 
拝 の 際 に 向かう 方 向 ) で あり 、 ハ ッ ジ の 訪問 先 で も あり ます 。 ま た それ は 史上 最初 に 人 々 
の 乏 拝 行為 の た め に 建設 され た 館 で あり 、 ア ッ ラ ー は それ を 祝福 に 溢れ 、 全 世界 の た め の 
導き と され まし た 。 











































































































預言 者 キス ク は その 名 の 通り 、 預 言 者 ムハンマド (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) 
と その 教 友 た ち (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) が タク ワー+ の 念 を 礎 と し て 建設 し た モス 
ク で す 。 









































アク サー・ モ スク は ヤ ア クー ブ (ヤコブ : 彼 に 平安 あれ ) が 
ム の 最初 の キ ブ プラ で し た 。 


設 し た モス ク で 、 ム スリ 














2 一 これ ら 3 つの モス ク で の サラ ー (礼拝 ) に は 、 幾 倍 も の 報奨 が あり ます 。 ま た それ 以 
外 の 諸々 の 特質 ゆえ に も 、 ム スリ ム は これ ら 3 つの モス ク 以 外 の 場所 を 目的 地 と し て 旅 立 
ち は し な い の で す 。 

































































人 @ 項 言 者 の も の で ある か そう で な いか を 間 わ ず 、 誰か の 墓 の 訪問 を 目的 と し て 旅立つ こと 


は 禁じ られ て いま す 。 


























王 山 




















アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 (後に アッ ラー か ら 
の 祝福 と 平安 め れ ) は 言い まし た : 「 ハ ラー ム ・ モ スク 、 和 預言 者 モス ク 、 ア クサ ー・ モ スク 
の 3 つの モス ク 以 外 の 場所 を 目的 と し て 旅立っ て は な ら な い 2。」 (アルテ ブ ハ ー リ ー と ム ス 
リム の 伝承 3 
























































@ 項 言 者 モス ク の 訪問 に 関す る 法 的 見 解 : 























1 訳者 注 ・「 タ クワ ー」 は 「 自 ら を 守る 」 と いう 動詞 の 名 詞 形 。 つ まり アッ ラー を 長 れ 、 ま た その お 怒り 

と 懲 凡 に つなが る よう な 行い - つま りか れ が 命じ られ た こと に 反し た り 、 あ る い は 禁じ られ た 事柄 を 犯 し 

た りす る こと な ど - を 避け る こと で 、 自 ら の 身 を アッ ラー の お 既 り や 懲罰 か ら 守 る こと を 意味 し ます 。 

2 訳者 注 : ある 学者 た ちら は 、 こ こ で 意味 し て いる の は これ ら 3 つの モス ク 以 外 の 場所 を 目的 と し て 旅行 し 

て は な ら な いと いう こと で は な く 、 こ れ ら 3 つの モス ク 以 外 の モス ク を 目的 と し た 旅行 が 非 合 法 な の だ 、 

と いっ た よう な 解釈 も し て いま す 。 

3 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1189) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1397)。 文 章 は アル ニテ ブ ハー リー の も の 。 
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預言 者 モス ク の 訪問 は スン ナ 4 で す 。 聞 言 者 モス ク に 入っ た ら 他 の モス ク で する の と 同様 
に 、 ま ず 2 ラ クア の ヒア イヤ トム ・ ア ル ニ テマ スジ を 行い ます 。 

それ か ら 預 言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の お 墓 に 赴き 、 そ の 前 に 立っ て 
「 ア ッ テ ニテ サ ラー ム ・ ア ライ カ ・ ア イ ユ ハン ナビ イ ユ ・ ワ ・ ラ フ マ ト ゥ ッ ラ ー ヒ ・ ワ ・ バ ラ 
カー トッ フ (預言 者 よ 、 あ な た に アッ ラー か ら の 平安 と ご 慈悲 と 祝福 あれ ) 」 と 挨拶 し ます 。 
また 正しい ハデ ィ ー ス に よっ て 伝え られ る 、 慕 を 来訪 し た 際 の 他 の ドッ アー を 唱え て も 良 
いで し ょ う 。 そ れ か ら 右 側 に 一 歩 進み 、 ア ブー・ バ クル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に 
も 同様 に 挨拶 し ます 。 そ し て その 後 は また 右側 に 一 歩 進み 出 て 、 今 度 は ウマ ル ( 役 に ア ッ 
ラー の ご 満悦 あれ ) に 挨拶 し ます 。 
































































































































アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ 
ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :「 私 に 挨拶 (サナ サラーム) する 者 に は 、 私 が それ 
に 返事 すべ く 、 ア ッ ラ ー が 私 の 魂 を 私 の 体 に 戻し て 下さ る で あろ う 。」( ア ブー・ ダ ー ウ ー 
ド と アフ マ ド の 伝承 6) 





























@⑯ 項 言 者 モス ク で サラ ー (礼拝 ) する こと の 徳 : 











マデ ィ ー ナ の 預言 者 モス ク で の サラ ー は 、 それ 以外 の モス ク で する サラ ー の 1000 倍 の 報 
舞 が ある と 言わ れ て いま す (但し マッ カ の ハラ ー ム ・ モ スク は 除き ます )。 
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1 ュー イブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 (後に アッ ラー か 
ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 私 の この モス ク で する サラ ー は 、 そ れ 以 外 の 他 の モ 
スク で する 1000 回 の サラ ー よ り も 優れ て いる 。 但 し ハラ ー ム ・ モ スク は その 限り で は な い 
が 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 












































2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 役 に ア ッ ラ ー の ご 滴 悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か 
ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「( 預 言 者 モス ク に お ける ) 私 の 住ま いと 私 の ミン バ 
ル (説教 壇 ) と の 間 に は 、 天国 の 楽園 の 1 つが ある 。 そ し て 私 の ミン バル は 、( 天 国 に ある ) 
私 の 水辺 8 の 上 に ある の だ 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 9 













































































4 訳者 注 : 預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー の 祝福 と 平安 あれ ) の 示し た 手法 や 道 の こ と 。 ム スリ ム は 可 
能 な 限り 、 彼 の スン ナ を 踏襲 する べき で ある と され て いま す 。 
5 訳者 注 : モ スク に 入っ た 時 、 腰 を 下ろ す 前 に 行う 2 ラク ア の サラ ー の こと 。 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら 
の 祝福 と 平安 あれ ) の スン ナ で す 。 
6 良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (2041) 、 ム スナ ド ・ ア フ マ ャ ド (10827。 
7 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1190) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1395) 。 文章 は ムスリム の も の 。 
8 訳者 注 : 詳 し く は 「 タ ウ ヒ ー ド と イー マー ン 」 の 章 の 「 最 後 の 日 へ の 信仰 - 8 預言 者 た ちの 水辺 」 の 項 
を 参照 の こと 。 
9 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1196) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1391) 。 
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⑯ デル テバ キー ゥ の 墓地 0 と ウフ ド の 役 の 狗 教 者 た ち を 訪れ 、 彼 ら に 挨拶 や ドゥ アー 
願 ) を し た り 、 罪 の 散 し を を うた りす る こと は スン ナ で す 。 尚 、 墓 場 を 訪れ た 時 に は 次 


の よう に 唱え ます : 

















1ー「 イ ー マ ー ン の 徒 と イス ラー ム の 徒 1 か ら な る 墓 の 住人 た ちよ 、 あ な た 方 の 上 に 平安 


あれ 。 ア デア ッ ラー が 私 た ちの 内 の 2 
う に 。 そ し て 実に 私 た ち は ア ッ ラ ー の , 




















する 身の上 な の で す 。」( ム スリ ム の 伝承 1) 


2 一 ある い は こう 唱え 
あな た 方 の 上 に 
所 へ 1 


























す 。」( ム スリ ム の 伝承 14) 


EE 人 た ち に も 後 人 た ちら に も 、 ご 慈悲 を 垂れ て 下さ いま す よ 
思 し 有 召し と 共に 、 や が て あな た 方 の 所 へ と 仲間 入り 


















































E す :「 イ ー マ ー ン の 徒 と イス ラー ム の 徒 か ら な る 墓 の 住人 た ちよ 、 














FE 安 あ れ 。 実 に 私 た ち は ア ッ ラ ー の 思 し 如 し と と も に 、 や が て あな た 方 の 








間 入 りす る 身の上 な の で す 。 私 は アッ ラー に 、 私 た ちと あな た 方 の 無事 お を 祈り ま 


@ ク バ ー・ モ スク 15 で サラ ー す る こと の 衝 : 


家 で ウド が ゅ ッ ー16 し て か ら 、 乗 り 4 
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物 な り 徒歩 な り で ク バ ー・ モ スク へ と 赴 い て 2 ラク ア の サ 














ラー を する こと は 、 ウ ムラ を 1 回 分 の 報 奨 に 匹 散 し ます 。 上 尚 そ れ に は 土曜 日 が 最も よい と 
言わ れ て いま す 。 























ーッ プシ ジャ バラ ーー ンク ( 備 に アッ ラー の ざ 清 代 め れ ) (は 言い ま し た 1 ゲッ ラー の 
F 安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た * 自宅 で 体 を 清め 、 そ れ か ら ク 
バー・ モ スク に 赴 い て サラ ー を する 者 に は 、 ウ ムラ 1 回 分 の 報奨 が あろ う 。" 」 (アンテ ナ サ 
ー イ ー と イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 1 


使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 

































































2- イ ブン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 預 言 者 (後に アッ 


ラー 


























か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 毎週 土曜 日 に 、 乗 り 物 用 の 家 畜 か ある い は 徒歩 で ク バ ー・ 


モス ク を 訪れ た も の で す 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 18) 
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ヒー ブフ ・ ム スリ ム 
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17 真 








- マ ーー 


ジャ の も の 。 





974)。 


R 者 注 : つま り 墓 の 中 で の 懲 久 か ら の 無 
の 日 へ の 信仰 ①」 を 参照 の こと 。 


975)。 


R 者 注 : 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 
た の 中 心地 か ら 約 6km の 地点 に 
R 者 注 : イス ラー ム に お いて 定め られ た ある 一 定 の 
































R 者 注 : 預言 者 モス ク の 東側 に 位置 し 、 数 多く の 教 友 が 埋葬 され て いる 墓地 で す 。 
R 者 注 : 詳 し く は 「 タ ウ ヒ ー ド と イー マー ン 」 の 章 の 「 イ スラ ー ム と イー マー ン 」 の 項 を 参照 の こと 。 


の こと で す 。 詳しく は 「 タ ウ ヒ ー ド と イー マー ン 」 の 章 の 





F 安 と 祝福 あれ ) が マデ ィ ー ナ に ヒジ ュ ラ し た 際 、 現 在 の マデ 
設 し た イス ラー ム 史 上 最初 の モス ク 。 
































E な 伝承 。 ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー (699) 、 ス フ 


有 式 に お ける 、 心 身 の 清浄 化 を 意図 し た 体 の 各部 














た ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (1412) 。 文 章 は イブ ン ・ 


18 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1193) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1399) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
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@ マデ ィ ー ナ の 預言 者 モス ク 来 訪 は ハッ ジ や ウム ラ の 儀 の 一 環 と いう わけ で は な く 、 そ れ 
な し で も 巡礼 は 成立 し ます 。 聞 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の モス ク を 
訪れ る こと は 、 い か な る 時 期 に お いて も スン ナ な の で す 。 


















































